
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
一
上
一

　
　
　
　
　
問
題
提
起

　
　
　
　
　
一
　
労
働
力
「
不
足
」
と
規
模
別
賃
金
格
差
「
縮
少
」
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」
の
実
質

　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
企
業
規
模
別
の
賃
金
格
差
「
縮
少
」
の
意
味

　
　
　
　
　
二
　
相
対
的
過
剰
人
口
の
析
出
と
累
秩

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
相
対
的
過
剰
人
口
の
「
反
擾
」
と
沈
下
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
労
働
老
家
族
の
賃
労
働
者
化
（
以
上
本
号
）

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
小
生
産
・
小
営
業
の
分
解
と
賃
労
働
者
化
（
以
下
次
号
）

　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
家
族
多
枕
業
と
そ
の
陪
屑
性

　
　
　
　
　
三
　
低
賃
金
榊
逃
の
再
編
成
と
そ
の
方
向

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」
問
題
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
低
賃
金
班
盤
の
再
編
成

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
低
賃
金
機
構
の
町
編
成

　
　
　
　
　
緕
び
に
か
え
て

最
近
の
資
本
苔
秩
と
低
貨
金
燐
一
、
辿
（
上
）
（
戸
木
旧
）

戸
木

田
　
嘉

久

（
一
七
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

二
　
（
一
七
八
）

問
　
題
　
提
　
起

　
戦
後
日
本
資
本
主
義
は
、
対
米
従
属
の
も
と
で
国
家
独
占
資
本
主
義
の
機
構
と
機
能
を
再
編
．
強
化
し
、
生
産
の
急
激
な
発
展
と

資
本
の
急
速
な
蓄
積
を
す
す
め
て
き
た
。
こ
の
資
本
の
高
度
な
蓄
積
、
い
わ
ゆ
る
経
済
の
「
高
度
成
長
」
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義

の
機
構
と
機
能
を
通
ず
る
、
労
働
者
階
級
に
た
い
す
る
政
治
的
・
経
済
的
抑
圧
と
低
賃
金
、
勤
労
者
に
た
い
す
る
重
税
．
イ
ソ
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
・
独
占
価
格
等
々
、
す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
に
よ
る
は
げ
し
い
超
過
搾
取
を
基
盤
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
ひ
ろ
く

指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
最
近
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
「
高
度
成
長
」
に
関
し
て
、
生
産
の
拡
張
↓
雇
用
の
増
大
↓
労
働
力
「
不
足
」
↓
賃

金
の
増
大
↓
企
業
規
模
別
賃
金
格
差
の
縮
少
と
い
う
論
法
で
、
い
わ
ゆ
る
日
木
の
低
賃
金
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
主
張

す
る
議
論
が
、
め
だ
ち
は
じ
め
て
き
た
。
た
と
え
ぼ
、
一
九
六
四
年
「
経
済
白
書
」
は
、
「
長
い
こ
と
失
業
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
来

た
わ
が
国
は
、
過
去
に
お
け
る
経
済
成
長
の
結
果
、
腔
史
上
は
じ
め
て
完
全
雇
用
の
達
成
に
近
づ
き
、
労
働
力
の
不
足
を
感
じ
る
よ

　
　
　
　
　
　
（
１
）

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
基
本
観
点
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諦
指
標
を
か
か
げ
て
い
る
。

　
「
い
公
共
職
業
安
定
所
の
求
人
’
一
人
あ
た
り
に
対
す
る
求
職
者
の
比
率
を
み
る
と
、
、
三
一
年
の
二
．
六
倍
が
、
三
六
年
に
は

一
・
○
倍
と
、
求
職
、
求
人
が
等
し
く
な
り
、
一
二
八
年
に
は
求
人
超
過
傾
向
が
一
そ
う
す
す
ん
で
い
る
。

　
い
労
働
力
不
足
は
、
新
規
学
卒
者
で
い
ち
じ
る
し
い
。
求
人
一
人
に
対
す
る
求
職
赦
を
み
る
と
…
三
一
年
は
大
体
バ
ラ
ソ
ス
し

て
い
た
が
、
三
八
年
に
は
中
卒
高
卒
と
も
○
・
四
人
と
な
っ
た
。

　
い
昭
和
三
八
年
に
な
る
と
、
学
卒
を
の
ぞ
く
一
般
労
働
者
で
も
新
規
申
込
み
の
求
人
求
聯
で
は
求
人
超
過
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
〕



本
の
経
済
に
と
っ
て
も
始
め
て
の
理
象
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
日
本
の
年
功
賃
金
体
系
の
下
で
は
貨
金
が
安
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
へ
の
適
応
性
が
高
い
若
年
層
に
求
人
が
集
中

す
る
た
め
四
〇
才
以
上
の
中
高
令
層
で
は
い
ぜ
ん
大
幅
な
求
職
超
過
で
あ
る
、
た
だ
撮
近
は
、
若
年
層
を
採
用
で
き
な
い
企
業
で
は

中
高
令
層
を
雇
う
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
求
職
超
過
の
割
合
も
次
第
に
緩
和
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。

　
Ｈ
最
近
の
若
年
屑
の
規
模
別
の
賃
金
格
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
入
杜
後
の
昇
格
や
福
利
厚
生
施
設
な
ど
に
差
が
あ
る
の

で
若
年
労
働
力
は
ま
す
ま
す
大
企
業
都
門
へ
就
職
す
る
よ
う
に
汰
り
、
農
業
や
巾
｛
企
業
の
労
働
力
不
足
が
強
く
な
っ
た
。
三
一
年

に
は
、
中
卒
就
職
者
の
六
四
％
、
高
卒
就
職
者
の
六
〇
劣
は
九
九
人
以
下
の
中
小
企
茱
へ
入
職
し
た
が
、
三
八
年
に
は
、
そ
の
比
率

は
、
中
卒
で
四
二
％
、
高
卒
で
三
四
％
に
低
下
し
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
大
企
茱
へ
就
職
す
る
比
率
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
小

零
細
企
茉
の
若
年
労
働
者
の
大
企
業
へ
の
上
向
移
幼
が
は
じ
ま
り
、
三
七
年
の
景
気
調
整
の
年
で
さ
え
も
こ
の
倣
向
が
っ
づ
い
た
。

　
的
失
茱
者
、
或
い
は
潜
在
矢
茉
者
数
が
減
少
し
た
。
就
茉
構
辿
基
本
調
介
に
よ
る
と
低
収
入
不
安
定
就
業
の
た
め
に
転
職
を
希
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
て
い
る
者
は
三
一
年
肖
時
に
は
一
二
一
万
人
で
あ
っ
た
が
、
三
七
年
に
は
五
七
万
人
に
半
減
し
て
い
る
」
。

　
こ
の
よ
う
に
、
化
麻
払
充
↓
収
州
州
↓
賃
金
州
・
格
差
縮
少
と
い
う
諭
理
を
も
っ
て
、
ｎ
木
の
低
貨
金
構
北
の
改
善
な
い
し
「
解

消
」
を
映
｝
し
よ
う
と
す
る
班
状
把
握
は
、
も
ち
ろ
ん
「
ｎ
片
」
だ
け
に
映
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
巾
村
降
英
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

「
ｎ
篶
」
流
の
論
〃
を
さ
ら
に
允
映
さ
せ
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
さ
え
い
い
き
っ
て
い
る
。

　
「
労
働
市
篶
の
構
辿
変
化
は
、
維
沽
火
Ｋ
じ
た
い
の
巾
か
ら
お
こ
っ
て
き
た
。
　
昭
和
三
万
午
ご
（
、
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
労
働
力

〃
汕
刷
〃
か
ら
、
労
榊
力
〃
不
た
〃
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
た
り
、
そ
の
伽
向
は
岨
作
に
い
た
る
ま
で
っ
づ
い
て
い
る
。
…
汲
め
ど

も
尺
き
な
い
池
刷
労
例
力
の
存
礼
が
Ｈ
木
維
沽
の
特
貰
で
あ
り
、
不
完
令
枕
茱
考
な
い
し
洛
ん
火
災
肯
は
い
っ
ま
で
も
へ
ら
な
い
と

　
　
　
□
取
近
の
資
本
苔
秋
と
低
貨
金
桝
逝
（
上
）
（
戸
木
ｍ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
一
七
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
一
八
○
）

さ
れ
て
い
た
の
に
、
は
じ
め
て
そ
の
限
界
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
げ
で
も
、
画
期
的
な
変
化
と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
し
か

も
、
こ
う
し
た
労
働
市
場
の
変
貌
は
、
二
煎
構
逃
の
存
続
を
可
能
に
し
て
い
た
堪
本
的
条
件
（
引
用
者
註
．
過
剰
労
働
力
の
存
在
）
を
掘

り
く
づ
す
も
の
で
あ
る
。
　
過
刺
労
働
力
は
　
　
な
お
中
　
高
年
労
働
力
の
過
剰
は
見
ら
れ
る
に
せ
よ
　
　
急
速
に
消
減
し
つ
つ
あ

り
、
前
近
代
的
産
業
都
門
の
絶
対
的
な
縮
少
も
ほ
ぼ
確
実
な
方
向
と
な
っ
た
。
二
重
椴
遊
の
某
礎
は
班
在
の
高
嵯
成
長
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「
白
書
」
流
の
論
理
と
理
状
把
握
に
く
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
労
働
者
階
級

が
手
を
洪
ね
い
て
い
て
も
、
日
本
の
低
賃
金
は
ｎ
然
成
長
的
に
解
消
す
る
と
い
っ
た
、
希
熟
的
な
概
測
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
う
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
白
書
」
流
の
論
理
と
岨
状
把
握
は
、
恨
本
的
に
い

っ
て
、
資
木
主
義
牛
産
の
妓
本
的
矛
朽
で
あ
る
生
産
の
仕
公
的
性
格
と
所
有
の
私
的
性
格
と
の
…
の
矛
后
を
棚
上
げ
し
、
ま
た
企
般

的
危
機
の
新
し
い
段
陪
に
た
た
さ
れ
た
独
占
資
本
主
塩
の
、
無
眼
の
搾
取
欲
と
蓄
秋
欲
を
何
ら
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
っ
ぎ
の
諦
点
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
経
済
の
「
高
皮
成
長
」
、
生
陸
の
急
速
な
拡
大
そ
れ
じ
た
い
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
火
木
的
に
は
戦
後
Ｈ
本

資
木
主
遼
の
高
咬
な
搾
取
率
の
ぽ
映
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
よ
し
小
帷
の
拡
張
↓
麻
川
棚
↓
岨
金
棚
と
い
う
順
序
で
六
〔
賃

金
の
上
外
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
上
舛
は
、
旧
次
独
占
資
木
上
義
の
機
概
を
っ
う
ず
る
束
、
税
、
独
｛
…
格
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ソ
等
々
に
よ
っ
て
た
え
ず
取
り
灰
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
白
片
」
流
の
紬
州
と
以
状
分
析
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ぼ
前
批
条
件
と
批

終
的
紡
茱
に
眼
を
む
げ
て
い
な
い
。

　
第
二
に
、
「
白
片
」
流
の
淋
〃
と
帆
状
分
析
は
、
い
わ
ゆ
る
労
働
力
「
不
足
」
に
し
ろ
、
ま
た
企
茱
悦
艇
別
の
ほ
企
格
差
の
締
少



に
し
ろ
、
そ
れ
が
た
ん
に
経
済
の
「
高
度
成
長
」
に
よ
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
独
占
的
高
利
潤
を
追
及
す
る
独
占
資
本
の
、
低
賃
金

労
働
を
も
と
め
る
労
働
力
の
入
替
え
政
策
か
ら
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
眼
を
蔽
う
て
い
る
。

　
第
三
に
、
「
白
書
」
流
の
論
理
と
現
状
分
析
は
、
経
済
の
二
帰
度
成
長
」
、
っ
ま
り
資
本
の
急
速
な
蓄
積
過
杵
が
生
み
だ
す
労
働
力

の
「
吸
引
」
の
側
面
は
強
調
す
る
が
、
他
方
に
蓄
積
の
規
枚
に
照
応
し
た
労
働
力
の
「
反
換
」
、
す
な
わ
ち
和
対
的
過
剰
人
口
の
析

出
と
累
積
の
側
面
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど
み
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
げ
で
は
な
く
、
費
本
主
義
生
産
が
急
速
に

発
展
す
る
に
っ
れ
て
、
労
働
者
家
族
、
小
生
虎
・
小
営
業
の
茉
主
と
そ
の
宗
族
の
な
か
か
ら
、
た
え
ず
産
業
予
備
軍
が
っ
く
り
だ
さ

れ
、
賃
労
働
市
場
に
投
げ
だ
さ
れ
る
と
い
う
…
越
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
止
し
く
位
置
づ
け
て
い
な
い
。

　
第
四
に
、
「
巾
書
」
流
の
論
珊
と
理
状
分
析
は
、
□
木
独
占
資
本
が
、
従
属
的
な
帝
同
主
義
的
復
活
の
逝
を
す
す
む
に
あ
た
り
、

い
わ
ゆ
る
「
閉
放
経
、
吋
」
体
側
を
確
立
す
る
た
め
に
、
低
賃
金
の
某
盤
を
再
編
成
し
、
低
賃
企
幾
緯
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
っ
い
て
も
、
何
ら
折
揃
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
完
全
雇
用
」
と
低
賃
金
解
消
の
幻
想
を
ふ
り
ま
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
客
徽
的
に
は
、
□
木
の
低
賃
企
椴
辿
が
再
編
成
さ
れ
独
化
さ
れ
っ
っ
あ
る
箏
実
を
、
薩
蔽
す
る
役
割
を
果
し

て
い
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
私
は
、
「
白
劣
」
の
約
〃
と
分
析
は
、
以
上
の
よ
う
な
…
趣
点
を
ふ
く
む
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
す
で
に
広
く

桁
摘
さ
れ
ｎ
閉
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
第
一
の
論
点
は
さ
し
あ
た
り
布
咋
す
る
こ
と
と
し
、
第
二
以
下
の
諭
点
に
“
、
口
及
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

肚
近
の
労
働
市
場
と
賃
金
を
め
ぐ
る
沽
…
胆
に
っ
い
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
宍
証
的
に
考
宗
し
て
み
た
い
と
忠
う
。

　
　
（
１
）
　
一
九
六
四
年
「
維
済
｛
〃
」
一
ｕ
、
「
縦
沽
［
＾
の
禿
大
に
当
っ
て
」

　
　
（
２
）
　
一
九
六
四
年
「
維
済
［
〃
」
四
八
－
五
一
ｎ
　
な
お
、
一
九
六
四
年
「
労
働
［
い
Ｈ
」
も
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
た
が
ら
、
「
維
沽
［
＾
」
と
殆

　
　
　
□
収
近
の
資
本
苔
秋
と
低
賃
金
彬
逃
（
上
）
（
戸
木
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
一
八
一
）

●



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
一
八
二
）

　
ど
同
じ
論
理
で
現
状
分
析
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
　
中
村
隆
英
「
労
働
市
場
の
変
貌
と
労
資
関
係
」
・
月
刊
労
働
間
魎
・
一
九
六
四
年
八
月
号
。

（
４
）
　
第
一
の
論
点
を
は
ず
し
た
の
は
別
に
他
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
経
済
の
「
高
度
成
長
」
、
高
度
資
本
蓄
秩
の
条
件
と
方
法
に
つ

　
い
て
は
す
で
に
多
く
の
分
析
が
あ
る
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
　
こ
こ
で
は
、
「
白
書
」
の
労
働
市
場
と
貨
金
に
か
ん
す
る
論
理
と
分
析
の
範
囲
内

　
で
問
題
点
を
論
証
す
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
高
度
資
本
蓄
秩
の
条
件
と
方
法
に
閑
し
て
は
、

　
例
え
ば
堀
江
正
規
「
日
本
の
労
働
者
階
級
」
（
岩
波
譜
店
）
一
七
三
－
一
九
六
頁
、
参
照
。

労
働
力
「
不
足
」
と
規
模
別
賃
金
格
差
「
縮
少
」

の
意
味

　
「
白
書
」
の
論
理
と
分
析
は
、
す
で
に
問
題
提
起
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
労
働
力
「
不
足
」
、
規
模
別
賃
金
格
差

「
縮
少
」
の
現
象
が
、
経
済
の
「
高
度
成
長
」
の
た
ん
な
る
結
果
で
な
く
、
独
占
的
向
利
澗
を
め
ざ
す
独
占
資
本
の
低
賃
金
追
求
の

結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
独
占
資
本
主
義
の
時
代
の
基
本
的
な
経
済
法
則
は
、
剰
余
価
値
の
法
則
の
発
展
形
態
と
し
て
の
、
独

占
的
高
利
潤
の
法
則
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
、
－
山
競
争
の
殴
階
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
利
澗
率
の
低
下
傾
向
、
独
占
の
停
滞
と
腐
朽

傾
向
、
不
均
等
発
及
と
市
場
競
争
の
激
化
の
倣
向
等
々
の
条
件
下
で
、
独
占
的
な
高
利
淵
を
獲
俗
し
よ
う
と
す
る
衡
莇
を
、
ま
す
ま

す
強
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
う
し
た
独
占
的
莇
利
澗
の
法
則
は
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
独
占
質
本
市
義
下
の
労
働
市
場
と

賃
金
に
閑
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
貰
傲
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
経
済
法
則
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
は
独
占
的

島
利
澗
を
追
求
す
る
た
め
に
、
資
本
蓄
積
に
よ
っ
て
資
本
の
技
術
的
構
成
、
有
機
的
構
成
が
一
＾
皮
化
す
る
も
と
で
、
賄
口
…
単
位
あ
た

り
の
賃
金
コ
ス
ト
を
椴
小
眼
ま
で
切
下
げ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
労
働
過
程
の
技
術
的
条
件
の
変
化
に
照
応



し
た
、
最
も
搾
取
し
や
す
い
労
働
力
を
も
と
め
て
労
働
市
場
に
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
資
本
の
集
積
．
集
中
を
基
礎
に
商

品
生
産
と
商
品
市
場
を
支
配
す
る
独
占
資
本
は
、
労
働
市
場
に
お
い
て
も
そ
れ
を
規
制
す
る
支
配
者
と
し
て
登
場
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
の
労
働
力
「
不
足
」
、
企
業
規
模
別
賃
金
格
差
の
「
縮
少
」
に
つ
い
て
も
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な

観
点
か
ら
把
握
さ
れ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。

　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」
の
実
質

　
ま
ず
労
働
力
「
不
足
」
は
、
独
占
資
本
に
ょ
る
独
占
的
高
利
潤
の
追
及
を
起
動
力
と
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
と
メ

ヵ
ニ
ズ
ム
の
も
と
で
お
こ
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
○
ｏ
　
周
知
の
よ
う
に
、
独
占
企
業
な
い
し
大
企
業
に
お
け
る
雇
用
増
大
が
目
立
ち
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
生
産
は
ふ
え
て
も
独
占
企
業
・
大
企
業
に
お
け
る
常
用
労
働
者
は
あ
ま
り
ふ
え
た
か
っ
た
。
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

働労用
率

常
減

の
増

義
用

名
雇

用
年

常
前

別
対

模
の

規
者

表Ｈ魯

人

９
９

３
３
８
３
４
・
　
　
●
　
　
■
　
　
・

～

３
３
１
５
５

Ｏ

１

人９

２
１
”
ｏ
（
ｏ
Ｑ
ｏ

一
４
９

４
・
６
・
０
７
７

Ｏ

０
１

△

ｉ
　
１
　
　
　
－
，

１
－
■
　
■

－

上

人
以

６
６
０
５
８

●

■
　
　
　
●

１
１
一
〇
０
１
↓

５
７
一

Ｏ
Ｏ

△

５
ヨ
ー

次

（
０
７
‘
ｏ
Ｏ

ｏ
）
Ｏ

［
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
５
’
ｏ

年
９
１

」査調動異働労「
｛
１

宅働労）註（

最
近
の
汽
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造

ば
、
　
「
工
業
統
計
表
」
に
よ
る
と
　
製
造
業
従
業
者
数
は
五
一
年
か
ら
五
四
年
の
問
に
四

七
二
万
人
か
ら
五
二
九
万
人
に
増
加
し
た
が
、
こ
の
間
に
一
、
○
○
○
人
以
上
企
業
に
お

け
る
従
業
者
構
成
比
は
一
八
・
三
％
か
ら
一
五
・
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
労
働
省

　
「
労
働
異
動
調
査
」
に
よ
る
と
、
五
五
年
か
ら
五
八
年
に
か
げ
て
も
、
五
〇
〇
人
以
上
の

大
企
業
の
雇
用
増
加
率
は
相
対
的
に
そ
の
停
滞
が
め
だ
っ
て
い
る
（
靖
－
表
）
。

　
こ
れ
は
、
一
九
五
九
年
以
前
ま
で
、
独
占
企
業
な
い
し
大
企
業
で
は
、
設
備
投
資
に
よ

る
近
代
的
な
設
備
や
近
代
的
な
工
場
の
新
設
に
た
い
し
て
、
木
丁
の
新
規
採
用
は
極
度
に

制
眼
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
旧
設
雌
・
旧
工
場
か
ら
人
一
只
を
閉
引
し
配
置
転
換
す
る
こ
と

（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
一
八
三
）



合割の工時臨るけおに業造製表”茸

立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

属
械

一
６

３

５

５

の

金

●
　
　
　
　
　
●

■
　
　
　
　
　
●

４
●

２

９

９

１

６

工

ち

６
５
４
だ
ｏ
５

時

う
機

臨ち

肚
模

■
８

４

５

９

８

う

＼

０
ノ
規

２
９
６
９
Ｑ
ｏ

の

４

３

３

４

４

者
合

０
５

職
割

入
る

規
め

十
三
百

■
８

６

６

３

Ｏ

新
占

模規

２
３

９
２

５
２

９
２

８
２

’

属
械

－
Ｏ

５

５

金

８

４

　
■
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
●
■
！
　
Ｑ
ｏ
　
１
■
　
Ｆ
０
　
（
Ｏ

ち

１

１

１

１

１

合
ｕ

う
機

室
口
ｉ
箒
模
　
＼
占
０
ノ
規
の
Ｏ
工
５

’

１

７

４

６

７

９

４

６
８
９
８
１
２

１

１

ヒ
寸
－
－

■
　
　
　
■

臨 十
一
二
＝
口

８

４

２

８

７

８

模

●
　
　
　
　
　
■

■
　
　
　
　
　
・

５

７

７

●
　
　
　
　
　
●

５

７

７

工
母

’
■

次

月
木

■
年

〃

〃

〃

〃

５
６
７
８
９
０
５
５
５
５
５
６

９
１

１
」

査調動異働労「は降以年
５
６

１
９

↓
３
・

査
２
８

調
ｐ

業
」

就
造

別
金

域
賃

地
低

「
の

育
本

一
蜘
日

ポ
「

心
ノ壮

雄
年
俊

５
　
□

５
　
ノ

ー
９
黒

」
２
・

）註（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
一
八
四
）

に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
新
規

労
働
力
の
雇
用
は
、
主
に
独
占
的
大
企
業
の
下
請
制
度
・
杜
外
工
制
度
に
く
み
こ
ま
れ

た
中
小
企
業
の
仕
事
で
あ
り
（
前
出
．
第
－
表
参
照
）
、
　
ま
た
大
企
業
の
新
規
雇
用
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

臨
時
工
．
旦
雇
に
傾
斜
す
る
彫
態
を
と
っ
た
（
第
２
表
）
。
　
っ
ま
り
、
　
こ
の
時
期
の
独

占
的
な
大
企
業
は
、
　
一
方
で
は
、
本
工
人
員
を
極
度
に
制
限
し
、
近
代
的
設
備
と
ア

メ
リ
カ
式
労
務
管
理
に
よ
る
〃
新
し
い
搾
取
形
態
”
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
他
方
で
は
、
下
請
・
杜
外
工
制
度
、
臨
時
工
・
口
雇
制
度
な
ど
を
っ
う
じ
、
若
い

低
賃
金
労
働
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
的
高
利
潤
を
追
求
し
た
の
で
あ

る
。　

似
　
と
こ
ろ
が
、
独
占
的
な
大
企
業
の
雇
用
貯
蔵
量
は
次
第
に
柵
渇
し
て
き
た
う
え

に
、
生
陸
の
方
は
非
常
に
速
い
速
度
で
発
展
し
た
の
で
、
一
九
五
九
－
六
〇
年
こ
ろ
か

ら
、
独
占
的
な
大
企
業
も
本
工
を
新
規
採
用
す
る
方
針
に
き
り
か
え
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
新
規
庵
用
に
あ
た
っ
て
は
、
新
規
学
卒
の
低
貨
金
労
働
考
に
集

中
し
、
労
働
力
構
成
を
若
返
ら
せ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
独
占
｝
＾
利
澗
を
追
求
す
る

一
手
段
と
し
て
と
ら
れ
て
き
た
雇
人
れ
制
眼
と
、
そ
の
結
果
で
あ
る
年
令
別
労
働
力
構

成
．
勤
続
別
労
働
力
構
成
の
し
上
向
が
、
年
功
賃
金
が
い
ぜ
ん
支
紀
的
な
条
作
の
も
と
で

は
、
総
支
払
賃
金
を
坤
大
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
ま
た



そ
の
よ
う
な
年
功
の
っ
ん
だ
中
高
令
労
働
力
が
労
働
過
程
の
新
し
い
技
術
的
条
件
の
も
と
で
、
資
本
に
と
っ
て
、
労
働
強
化
へ
決
定

的
に
か
り
た
て
る
に
は
、
厄
介
な
労
働
力
と
な
り
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
労
働
力
構
成
の
若
返
り
は
、
た
ん
に
独
占
的
な
大
企
業
の
個
別
的
利
益
を
反
映
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
．

世
界
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
深
化
、
帝
国
主
義
諾
国
問
の
不
均
等
発
展
と
国
際
市
場
戦
の
激
化
、
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で

「
白
由
化
」
に
ふ
み
き
り
、
対
米
従
属
を
深
め
な
が
ら
帝
国
主
義
的
復
活
の
道
を
す
す
み
は
じ
め
た
日
本
独
占
資
本
主
義
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
、
全
産
業
に
わ
た
る
資
本
主
義
的
「
合
理
化
」
の
重
要
な
構
成
部
分
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
た
と
え
ぼ
、
一
九

六
二
年
三
月
、
独
占
資
本
の
低
賃
金
政
策
の
職
業
的
な
宣
伝
・
指
導
機
関
で
あ
る
日
経
連
の
五
十
嵐
事
務
局
長
が
、
　
「
不
況
」
と

「
白
由
化
」
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
理
｛
に
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
「
価
格
低
下
の
要
請
に
迫
ら
れ
て
い
る
企
業
と
し
て
は
、
生
産
性
の
上
昇
が
鈍
化
す
れ
ぼ
、
結
局
、
賃
金
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に

は
低
い
賃
金
層
の
若
年
労
働
力
を
吸
収
し
て
全
体
の
平
均
賃
金
水
準
の
低
下
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
場
合
、
最

悪
の
場
合
に
は
中
高
年
令
屑
の
解
雇
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
結
論
的
に
は
、
今
後
の
中
小
企
業
は
中
高
年
令
屑
を
主
体
に
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

業
運
営
が
凶
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
。
こ
れ
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
二
重
の
苦
し
み
と
い
う
べ
き
連
命
で
あ
る
」
。

　
似
　
要
す
る
に
現
在
の
労
働
力
「
不
だ
」
は
、
独
占
企
業
な
い
し
大
企
茉
が
「
全
体
の
平
均
賃
企
の
低
下
」
を
目
標
に
し
て
、
「
低

い
賃
金
屑
の
若
年
労
働
力
」
を
重
点
的
に
吸
収
す
る
た
め
に
中
小
企
茱
の
労
働
市
場
に
わ
り
こ
ん
だ
こ
と
に
、
そ
の
士
上
要
な
原
囚
が

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
五
八
年
に
は
、
中
卒
就
職
者
の
一
七
％
、
向
卒
就
職
者
の
二
一
％
し
か
五
〇
〇
人
以
上
の
企
莱
に
就
職

し
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
六
三
年
に
は
、
そ
の
比
率
は
巾
卒
で
一
二
〇
％
、
廿
…
卒
で
三
五
％
に
迷
し
、
他
方
、
九
九
人
以
下
の
企
業
で

は
同
じ
期
閉
に
、
中
卒
五
九
％
、
｛
卒
四
八
％
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
川
劣
、
二
川
％
へ
箸
し
い
低
下
を
み
せ
て
い
る
仰
火
か
ら
も
あ
き

　
　
　
扱
近
の
費
本
蓄
秩
と
低
賃
金
椛
逃
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
一
八
五
）
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０３
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０
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０
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０
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０

０
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３
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５
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６８４
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．
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０
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１
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０
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日
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１
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号模規表４第

０
７
４
４
２
０
３

年

■
　
　
　
●

■
　
　
　
■

■
　
　
　
●

０
３
５
０
０
０
０

・
ｏ
ｏ

０
１
２
り
＾
２
１
１

人

６

１

４
～

（
）
１

７

ｎ
Ｏ
Ｏ
）
’
４

１

年

■
　
　
　
●
Ｏ
’
ｏ

●
　
　
　
●

●

２

４
ｏ
０
７
‘

８

（
）
り
ん

４

１

５

１

－
　
　
　
　
　
　
１
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｝
１
□
　
－
ヨ
■
，
■
『

－
－

０
２
０
６
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ｏ
９
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ｏ
８

業

年
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
●
０
５
７
７
２
１
４

人

３

０
１
１
１
１
一
り
ん
１
１
一
■
１

企

６

１

９２

田

－

’
１
－

■

サ
一
小

～

０
２
７
２
２
２
３

零

Ｏ１

年

Ｏ
０
１
６
・
９
・
２
．
０
・
一

８

０
２
２
１
１
１
１

●

５

１

＼

一

１

０
８
９
１
８
１
３
一

年

■

●
　
　
　
■

●
　
　
　
●
　
　
　
●

０
８
７
７
１
２
２

人

３

０
１
１
１
り
４
１
↓
１

６

１

９９
！
■
　
　
　
　
■
　
■

■
■
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
■
「
■
　
　
　
　
　
　
　
－
ヨ
一
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
■
一
　
■
　
　
■
一
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
■
　
一
　
　
■
－
－
　
　
■

～

（
）
１
↓
９
一
〇
）
Ｏ
）
（
０
り
ん

Ｏ３

年

Ｏ
０
１
５
ｏ
）
つ
＾
（
）

８

○
り
＾
り
＾
ユ
ー
１
↓
１

５

１

；
；
　
　
　
１

■
　
　
　
　
■
■
　
■

…
－

■
■
　
　
　
　
　
■
’
■
■
１
■
■
　
　
■
－
■
÷
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ｉ
　
　
　
■
■
’

Ｏ
ｏ
◎
４
ｎ
６
り
＾
７
１

業

上

年

企

以

３

Ｏ
０
９
２
０
１
７
２
７
１
７
７
一

６

１

大

人
１
■
＝

■
－
－

Ｏ

’
■
－

勺

」

白

Ｏ

Ｏ
（
ｏ
ｏ
ｏ
２
ｏ
ｏ
７
５
一

占

Ｏ

年

０
６
６
８
０
ユ
６

独

８

Ｏ

１
１
ｏ
ｏ
り
ん

５

１

■

１
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
■

－
，
Ｉ
ｌ
ｌ
　
　
　
Ｉ
＝
１
；
１
－
　
　
　
一
’
；
　
　
－
－

令
別

下
才

上

層

年
階

十
以
２
４
２
９
３
９
４
９
以
言
才
～
一
一
一
才

９
０
５
０
０
０

ユ
２
９
一
３
４
５

．
基

Ｏ
０
９
２
０
１
７
２
７
１
７
７
一
金
」

　
　
　
　
　
噴
盃

　
　
　
　
　
－
抑
胴

　
　
　
　
５
．
３
［
刀

　
　
　
　
　
刀
土
寸

　
　
　
　
　
て
丁
吐
↑

　
　
　
　
　
刀
］
く
（

　
　
　
　
　
□
ク

　
　
　
　
上
）

十
以
２
４
２
９
３
９
４
９
以
儲

労計統労勤月毎「」査調金賃件条定特年
３
８和唱□」査調本遣

ヒ
汀

」
ｉ
｛

辛

　
一
〇
　
（
一
八
六
）

ら
か
で
あ
る
（
第
３
表
）
。

独
占
的
な
大
企
業
が
、
こ
の

よ
う
に
新
規
学
卒
労
働
力
を
独

占
し
、
年
令
構
成
の
若
返
り
を

は
か
り
、
総
支
払
賃
金
の
節
約

を
す
す
め
た
反
面
、
こ
れ
ま
で

家
計
補
充
的
な
若
年
層
の
低
賃

金
労
働
に
強
く
依
存
し
て
き
た

中
小
企
業
は
、
若
年
層
の
求
人

難
か
ら
、
や
む
を
え
ず
中
高
令

層
の
雇
用
へ
ふ
み
き
ら
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、

両
者
の
年
令
別
構
成
の
推
移
の

う
え
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ぼ
、
一
九
五
八

年
と
六
三
年
の
問
に
、
一
、
○

○
○
人
以
上
の
独
占
的
な
大
企



業
で
は
、
二
四
才
以
下
の
割
合
が
二
二
％
か
ら
三
〇
劣
へ
高
ま
り
、
逆
に
三
〇
才
以
上
の
割
合
が
五
九
％
か
ら
五
ニ
ガ
ヘ
低
下
し
た

に
た
い
し
、
一
〇
１
二
九
人
の
小
企
業
で
は
、
二
四
才
以
下
が
四
二
％
か
ら
一
二
三
％
へ
低
下
し
、
三
〇
才
以
上
は
四
二
劣
か
ら
四
九

％
へ
堀
大
し
た
（
嬉
４
表
）
。

　
現
在
の
労
働
力
「
下
足
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
お
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
経
済
の
「
高
度
成
長
」
の
必
然
的
な
結
果

と
し
て
お
こ
っ
た
な
ど
と
、
抽
象
的
な
一
般
論
に
解
消
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
労
働
力
「
不
足
」
は
、
独
占
資
本
の
低
賃

金
追
求
の
結
果
と
し
て
お
こ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
実
質
は
、
「
低
い
賃
金
屑
の
若
年
労
働
力
」
の
「
不
足
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
あ
と
で
ま
た
詳
細
に
ふ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
　
「
労
働
力
の
過
剰
」
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
相
対

的
過
剰
人
口
が
た
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
時
期
に
お
け
る
独
占
的
大
企
業
で
の
臨
時
工
・
日
雇
の
増
加
に
っ
き
、
吉
村
正
晴
氏
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
典
型
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ

　
　
　
る
。
「
そ
の
典
型
的
た
実
例
は
自
動
車
工
業
と
鉄
鋼
業
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
三
大
白
動
車
メ
ー
カ
の
工
貝
・
臨
時
工
は
一
九
五
五
年
－
六
〇
年

　
　
　
三
月
に
約
六
、
○
○
○
人
ふ
え
た
が
、
そ
れ
が
全
部
臨
時
工
で
あ
っ
て
、
工
貝
は
逆
に
四
、
○
○
○
人
あ
ま
り
減
少
し
た
。
鉄
鋼
茱
で
も
一
九

　
　
　
五
一
－
五
九
年
に
工
貝
・
臨
時
・
日
雇
工
が
二
万
九
〇
〇
〇
万
人
ふ
え
た
が
、
そ
の
三
分
の
一
以
上
が
臨
時
・
日
脈
工
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の

　
　
　
工
員
の
瑚
加
率
は
一
一
バ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
臨
時
・
日
脈
工
は
五
五
バ
ー
セ
ソ
ト
も
ふ
え
た
」
。
吉
村
正
晴
「
白
由
化
と
日
本

　
　
　
経
済
」
（
岩
波
新
浴
）
　
一
七
二
！
一
七
三
頁
。

　
　
（
２
）
　
五
十
嵐
昭
夫
「
賃
金
間
題
と
維
営
未
の
態
度
」
、
月
刊
労
働
問
題
、
一
九
六
二
年
三
月
号
。

　
Ｂ
　
企
業
規
模
別
の
賃
金
格
差
「
縮
少
」
の
意
味

　
い
　
日
本
の
賃
金
は
、
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
国
と
し
て
は
、
他
に
類
を
み
な
い
低
い
水
準
に
全
体
と
し
て
抑
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
も
そ
の
な
か
で
、
企
茉
現
模
別
、
性
別
、
年
令
別
に
、
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
原
川
に
反
す
る
い
ち
じ
る
し
い
差
別
賃

　
　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
一
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
八
八
）

金
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
が
、
平
均
賃
金
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
よ
う
な
労
働
者
状
態
を
、
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
も
ま
た

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
「
白
書
」
は
、
経
済
の
「
高
度
成
長
」
に
と
も
な
う
労
働
力
「
不
足
」

　
の
も
と
で
、
こ
う
し
た
賃
金
格
差
、
と
り
わ
げ
企
業
視
模
別
の
賃
金
格
差
が
、
新
規
学
卒
労
働
力
の
初
任
給
上
昇
を
基
軸
に
「
縮

少
」
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
口
本
の
伝
統
灼
な
低
賃
金
構
追
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

　
る
。

　
　
「
白
書
」
の
指
摘
を
ま
っ
ま
で
も
な
く
、
口
本
資
本
十
工
義
の
「
宿
命
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
う
け
と
ら
れ
て
き
た
、
規
模
別
賃
金

一
格
差
は
た
し
か
に
「
縮
少
」
現
象
を
て
い
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
五
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
た
い
す
る
五
－
二
九
人
企
業
の
平
均

賃
金
（
現
金
給
与
総
額
）
格
差
は
、
三
三
年
の
四
三
・
六
か
ら
五
八
・
一
へ
と
か
な
り
の
縮
少
を
み
て
い
る
（
災
５
表
）
。
だ
が
、
こ
の

格
差
縮
少
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
低
賃
金
水
準
の
解
消
へ
と
っ
な
ぎ
え
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
格
差
縮

少
も
、
労
働
力
「
不
足
」
の
ぼ
あ
い
と
お
な
じ
よ
う
に
、
「
ｎ
｛
化
」
と
同
際
市
場
戦
激
化
の
も
と
で
、
独
占
的
高
利
澗
の
獲
得
を

め
ざ
す
独
占
賞
本
の
低
賃
金
追
求
を
、
そ
の
主
導
的
な
原
囚
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
○
　
賃
金
格
差
縮
少
の
基
本
的
な
要
囚
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
独
山
的
な
大
企
茱
の
側
に
あ
る
。
第
一
に
は
、
資
本
主
裁
的
「
技

術
革
新
」
を
利
川
し
た
労
働
力
の
貫
的
人
枠
え
、
年
令
構
成
の
若
返
り
に
よ
る
総
支
払
賃
企
の
節
約
が
、
独
占
企
芙
な
い
し
大
企
業

の
平
均
賃
金
を
引
下
げ
る
方
向
に
作
川
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
一
、
○
○
○
人
以
上
の
企
茉
に
お
い
て
、

五
八
年
か
ら
六
三
年
の
…
に
二
川
才
平
均
の
比
束
が
二
二
％
か
ら
三
〇
％
に
一
＾
ま
り
、
辿
に
一
二
〇
才
以
上
が
ガ
九
劣
か
ら
五
二
％
へ

低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
宥
功
に
推
定
さ
れ
る
、
第
、
一
に
、
労
例
力
の
人
替
え
政
災
と
の
閉
池
で
、
あ
る
い
は
「
技
術
革
新
」
を

テ
コ
と
し
た
職
務
給
の
導
入
に
よ
っ
て
、
若
年
榊
に
た
い
し
巾
高
令
州
の
賃
企
が
杣
対
的
に
切
り
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
平
均
貨
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２
７
６
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７
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口

糸

５
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人

２
４
６
０
８
１
８
３

９

八
］

９

糸

～

陰
肌
鷺
６
・
慕

支

Ｏ

て

３
■
－
■

；
１
■
■

■

つ

人

ま

９

７
５
５
１
６
１
３
９

９

き

４
～

幕
幕
幕
８
・
趾

ＯＯ１
１
１
－
コ

１
　
　
　
　
　
■
■
一
■
　
　
　
　
　
■
■

人

６
３
３
３
０
！

９２
～

一
一
岨
岨
４
６
４
９
５
７
５
８

額

５
１■

　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
■
■
■
■
－
－
，
■
「
１
，

総

人

１
０
７
１
９
７
７
８

与

９９
～

一
脆
５
６
５
４
硫
跳
肌
６
６
６
８

へ
い

系

Ｏ３

企
－
－
「
－
，
－
－
一
＼
一

ｉ
『
１
－
－
ｉ

，
■
　
　
　
－
１
　
　
　
　
　
　
！
＝
　
■
！
■
」

ノ
一

塊
芹
じ
饒
饒
”
一
　
７
７
６
６
７
７
７
７

■

Ｏ

１
１
；

〇
一
１
１
一
１
１

■
　
　
　
　
一
　
　
」
　
　
　
　
■
↓
　
　
　
　
■
　
　
－

↓
■
「
－
　
　
－
■
－
－
－
　
　
　
＝
『
－
－
－
　
－
　
　
　
　
－
－

川
一

一
年

－

ト

…
－

１
２
３
４
５
６
７
８

－
１

！
」

川

川

皿

３
３
３
３
３
３
３
３

１

－

■

「

」査調乙びよお甲卜統労勤月毎「
、
１

芒力

似
〕

・
，
Ｊ

ジ）註（

最
近
の
汽
本
蓄
籏
と
低
賃
金
構
造
（
上
）
（
戸
木
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

金
を
切
下
げ
る
要
囚
と
た
っ
た
と
い
う
卒
情
も
あ
る
。

　
独
占
的
大
企
業
に
お
い
て
総
支
払
貨
金
を
鮒
約
し
、
平
均
賃
金
の
上
昇
を

抑
制
し
た
こ
れ
ら
の
諾
要
囚
は
、
逆
に
中
小
企
茉
で
は
、
そ
の
総
支
払
賃
金

を
増
大
さ
せ
、
平
均
賃
金
を
引
上
げ
る
要
困
を
形
成
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

中
小
企
業
で
は
、
若
手
求
人
難
に
よ
る
初
任
給
引
上
げ
、
年
令
構
成
の
中
高

令
化
に
よ
る
総
支
払
賃
金
の
増
大
（
前
出
．
猪
４
表
参
照
）
、
零
細
企
茱
に
お

げ
る
中
年
屑
確
保
の
た
め
の
賃
金
是
止
な
ど
、
賃
金
格
差
「
縮
少
」
の
他
ガ

の
要
因
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
労
働
力
構
成
の
変
化
が
賃
金
に
あ
た
え
た
影
響
、
す
な
わ
ち
、
独
占
的
大

企
業
に
お
け
る
総
支
払
賃
金
の
節
約
と
平
均
賃
金
の
下
向
、
中
小
企
茉
に
お

げ
る
総
支
払
賃
金
の
増
加
と
平
均
賃
金
の
上
向
が
、
独
占
的
大
企
茱
に
よ
る

若
手
労
働
力
の
独
占
に
原
囚
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
閉
ら
か
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
要
内
に
よ
る
賃
金
変
莇
、
す
な
わ
ち
大
企

茱
に
お
け
る
中
高
令
屑
賃
金
の
柵
対
的
切
下
げ
、
巾
小
企
茱
に
お
け
る
初
任

給
引
上
げ
、
中
令
屑
賃
金
の
是
正
な
ど
が
…
魑
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
点
で

も
、
企
茱
規
模
別
に
若
年
屑
お
よ
び
巾
＾
令
岬
の
賃
金
上
舛
率
が
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
き
た
か
を
旦
一
体
的
に
み
る
と
、
二
れ
ら
の
賃
企
変
動
の
起
動
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
（
一
八
九
）

‘



移推の率昇上金賃の層令年高中と贈
、
ト

！
Ｊ若

一表”所

立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）

％

子

１
↓
ｏ
◎
ｏ
ｏ

４
１
０

［
ｏ
［
ｏ
４

＼
ノ

女
　
●
　
　
●
ｏ
０
１
↓
り
４

■
　
　
　
●
ｎ
６
５
ｏ
ｏ

（
）
「
ｏ
８

つ
＾
り
＾
つ
＾

４
２
２

９

Ｑ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ

２
一
，
ｉ
　
　
■
■
１

～

％

Ｏ

子

ｏ
ｏ
２
０

７
’
７
‘
１

２
０
ｏ
Ｊ

１

男

■
　
　
●
　
　
●
５
７
‘
（
ｏ

●
　
　
■
　
　
●
（
Ｏ
つ
＾
Ｏ
）

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｎ
之

■

２
１
り
＾

４
ｏ
ｏ
つ
＾

２
２
ｏ
ｏ

「
一

－
！

一
　
　
　
，

％

子

０
１
１
↓

０
３
６

Ｑ
ｏ
ｑ
）
［
ｏ

人

女

■
　
　
●
　
　
．
１
↓
ｏ
６
７
‘

●
　
　
■
　
　
●
［
ｏ
８
ｏ
ｏ

９
山
１
１

１
↓
（
）
１

一
４
り
＾
２

９

り
４
ｏ
０
Ｑ
ｏ

９
■
　
　
　
　
』

，
－
１
；
』
，
１
－
；
　
　
■
－
－

～

■
　
　
↓
■
≠
　
　
　
　
’
　
　
　
　
「
一
　
　
　
　
　
■
　
－
’
　
　
　
　
　
一

■
『
十
－
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
」
一
一
　
－
　
　
＝
　
　
　
『
　
；
一

％

Ｏ

子

ｏ
ｏ
ｏ
）
４

３

ｏ
ｏ
（
ｏ
１

Ｑ
〇
一
Ｌ
０
１
■

男

Ｏ
’
ｏ
ｏ
）

’
ｏ
８
９

り
ム
ー
↓
ユ

７
６
０

４
り
＾
２

つ
ム
＾
ソ
“
り
＾

％

上

子

４
７
４

０
２
４

４
０
２

’

女

■
　
　
・
ｏ
Ｏ
’
Ｏ
（
０

【

以

ｏ
）
８
（
ｏ

（
ｚ
つ
＾

（
ｏ
ｏ
）
８

１
■
１
■
１
■

Ｑ
ｄ
１
↓
１

一
〇
人

■

Ｏ

％

■

０

子
■

１
３
４
一
８
６
１

０
４
４

男
１

９
．
６
．
０
・
一
〇
．
３
・
６
．

皿

１
２
．
２
２
２

－

２
７
１
１
１
３
二

一
■
ｉ
…
－
－
－
－
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
、
、
一
．
■
－
…
丁

一
令
「
－
■
　
上
　
　
一
　
　
…
∴
｝
ぺ
∴
、

’
一
’

－
イ

、
ぶ
ぷ

　
　
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ｏ

　
　
ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ソ

　
　
ー
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

〃
・
ｐ
裟

一
金
「

一
砿
ぷ
帥

　
　
　
　
　
祁
　
１

　
　
　
　
　
「
」

　
　
　
　
一
肯
査

　
　
　
　
　
労
く
Ｈ

　
　
１

　
　
／
　
　
　
　
　
）

　
　
３

　
　
６

　
　
９
　
　
　
　
（

　
　
１

へ
ご

熊実金賃「年
５
８

１
９

－
」
　
　
　
ｏ

査
月

調
４

本
各

基
　
，

構
６
３

金
１
９

賃
」

「
査

仰
獅

蝸
噴

、
弓
痔

壬
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
一
九
〇
）

が
や
は
り
独
占
的
大
企
業
の
低
賃
金
追
求
に
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め

て
確
認
さ
れ
る
（
第
６
表
）
。

　
第
６
表
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ぼ
男
子
賃
金
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
独
占
的
大
企
業
が
新
規
学
卒
の
労
働
力
市
場
に
割
こ
み
は
じ
め
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
は
初
任
給
の
大
巾
引
上
げ
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て

い
る
（
一
九
五
八
年
対
比
で
六
一
年
に
は
、
　
一
、
○
○
○
人
以
上
企
業
の
十
八

才
末
淋
二
〇
・
八
％
の
賃
金
上
昇
に
た
い
し
、
三
〇
１
九
九
人
の
企
業
で
は
四

六
・
三
Ｚ
、
一
〇
１
二
九
人
の
企
業
で
は
四
六
・
七
％
の
上
昇
）
。
　
つ
い
で
、

独
占
的
大
企
茱
で
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
一
方
で
若
手
労
働
力
の
着
実

な
確
保
の
た
め
に
初
任
給
を
相
対
的
に
引
上
げ
な
が
ら
、
他
方
で
、
中

高
令
屑
の
賃
上
げ
を
極
力
抑
制
し
て
い
る
　
（
六
一
年
対
比
六
一
二
年
で
は
、

一
、
○
○
○
人
以
上
企
業
の
賃
金
上
昇
率
は
、
十
八
才
木
淋
二
七
弓
に
た
い
し
、

三
〇
才
以
上
は
十
一
完
な
い
し
十
三
％
の
上
昇
）
。
　
そ
し
て
批
後
に
、
若
年

屑
の
確
保
が
全
く
困
難
と
な
っ
て
き
た
小
企
茱
が
、
巾
年
胴
か
ら
高
年

胴
に
か
げ
て
の
賃
企
是
正
を
よ
ぎ
た
く
さ
れ
て
い
る
、

　
閉
　
以
上
か
ら
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
、
貧
企
格
差
の
「
納
少
」
も
労
働

力
「
不
氾
」
と
お
な
じ
く
、
独
｛
資
木
の
代
賃
企
迫
求
の
結
火
で
あ
り
、



し
た
が
っ
て
・
そ
こ
か
ら
直
線
的
に
口
本
の
低
賃
金
の
解
消
を
展
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
外
観
は
、
い
か
に
も
賃
金
格
差

問
題
の
解
消
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
て
も
、
そ
の
実
質
は
、
む
し
ろ
低
賃
金
の
平
準
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
中
小
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

業
が
大
企
業
の
水
準
へ
あ
が
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
企
業
が
中
小
企
業
の
線
へ
平
準
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
・
こ
の
よ
う
な
評
価
に
た
い
し
て
は
、
と
う
ぜ
ん
反
論
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
大
企
業
が
若
年
労
働
カ
ヘ
の
依
存
体
制

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
賃
金
の
線
へ
平
準
化
し
つ
つ
あ
る
と
し
て
も
、
中
小
．
零
細
企
業
の
賃
金
が
か
な
り
の
テ
ソ

ポ
で
上
昇
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
ぬ
事
実
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ぼ
、
企
業
規
模
別
の
賃
金
上
昇
率
は
、
企
業
が
小
さ
い
ほ
ど

高
く
な
っ
て
お
り
、
一
人
な
い
し
四
人
の
零
細
企
業
の
賃
金
が
五
八
年
か
ら
六
二
年
の
問
に
八
七
劣
も
上
昇
し
た
の
は
、
や
は
り
最

低
辺
の
労
働
者
状
態
の
「
改
善
」
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
（
第
７
表
）
と
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
か
か
る
反
論
に
た
い
し
て
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
が
「
賃
金
．
価
格
お
よ
び
利
潤
」
の
た
か
で
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
の
を
思
い
お
こ
す
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
「
あ
る
人
が
毎
週
ニ
シ
リ
ソ
グ
の
賃
銀
を
得
て
い
た
と
き
、
も
し
彼
れ
の
賃
銀
が
四
シ
リ
ソ
グ
に
騰
貴
し
た
と
す
れ
ぼ
、
賃
銀
率

は
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
だ
け
昂
騰
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
昏
齢
奉
の
昂
騰
と
し
て
言
い
表
わ
せ
ぼ
大
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
し
か
し
舟
際
小
昏
齢
瓢
た
る
毎
週
四
シ
リ
ソ
グ
は
、
依
然
と
し
て
、
ひ
ど
く
僅
か
の
飢
餓
賃
銚
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
諸
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
・
仰
山
に
聞
え
る
賃
銀
率
～
騰
資
と
い
う
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
諾
君
は
つ
ね
に
訊
か
ね
ぼ
な
ら
ぬ
１
最
初
の
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

は
い
く
ら
だ
っ
た
か
？
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
前
出
・
一
人
な
い
し
四
人
の
零
細
企
業
の
ぼ
あ
い
、
第
７
表
に
よ
る
と
、
「
最
初
の
顯
」
は
五
八
年
七
、
二
七
二
円
で
あ
り
、
そ

れ
が
六
二
年
に
二
二
、
五
八
二
円
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
上
舛
榊
は
、
こ
の
…
に
約
三
〇
％
し
か
賃
金
率
が
上
昇

　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
桝
遣
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
一
九
一
）
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一
六
　
（
一
九
二
）

）額総与給金現（多不推の率昇上金
．
賃ガ模娩業企
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．
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８
Ｃ
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９
５
３
８
７
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■
１
■
１
↓

４

■

■

～

円
７
２

つ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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０
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実
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１
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３
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１
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１
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Ｏ
Ｏ
０
５
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数
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ｏ
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１
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ｏ
０
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Ｏ
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８
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１
■
１
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１
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１
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１
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■

■
１
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２

刀
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４
９
０
１
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～

額
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つ
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４
１
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ｏ
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Ｚ
１
Ｉ
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（
０
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５
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才
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０
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」

幻
雌

〃
Ｌ

本
柵

基
糾

遊
〃

汰
讐
ハ
ノ

順
悦

）詩（

し
な
か
っ
た
五
〇
〇
人
以

上
企
茱
の
賃
金
上
昇
額
を
、

二
六
五
円
も
下
廻
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
飢
餓

賃
金
は
本
質
的
に
何
ら
解

決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

が
口
木
の
低
賃
金
の
解
消

へ
つ
な
が
る
と
い
う
保
障

は
阿
ら
な
い
と
い
う
ほ
か

は
な
い
。

し
か
も
　
こ
こ
で
中
小

・
零
細
企
茱
の
賃
金
上
ｕ
升

率
が
相
対
的
に
高
い
と
い

う
こ
と
が
閉
題
に
さ
れ
て

い
る
ぼ
あ
い
、
そ
れ
は
平

均
賃
金
に
閑
し
て
で
あ

る
。
だ
が
、
中
小
企
業
に



お
け
る
平
均
賃
金
の
上
昇
が
、
初
任
給
の
昂
騰
に
よ
る
比
重
が
極
め
て
高
い
と
す
れ
ぼ
、
中
高
令
層
の
賃
金
に
関
し
て
い
え
ぼ
、
規

模
別
賃
金
格
差
が
逆
に
「
拡
大
」
し
た
り
、
あ
る
い
は
拡
大
せ
ぬ
ま
で
も
、
格
差
は
ほ
と
ん
ど
「
縮
少
」
せ
ぬ
ま
ま
膠
着
状
態
を
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

し
て
い
る
こ
と
も
、
当
然
に
想
定
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
統
計
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
状
態
を
事
実
と
し
て
証
明
し
て
い
る
。
た
と

え
ぼ
、
一
九
五
八
年
と
六
三
年
を
対
比
す
る
と
、
一
、
○
○
○
人
以
上
の
独
占
的
な
大
企
業
の
年
令
階
層
別
賃
金
を
基
準
と
し
て
、

一
〇
〇
人
－
九
九
九
人
の
企
業
で
は
、
四
〇
才
－
五
〇
才
層
、
五
〇
才
以
上
層
の
賃
金
は
相
対
的
に
低
下
し
て
格
差
は
拡
大
し
て
お

り
、
一
〇
１
九
九
人
の
企
業
、
一
－
四
人
の
零
細
企
業
の
中
高
令
層
賃
金
は
、
い
ぜ
ん
の
格
差
の
ま
ま
膠
着
状
態
に
あ
る
（
第
８
表
）
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
独
占
的
な
大
企
業
に
お
い
て
と
り
わ
げ
き
び
し
く
中
高
令
層
の
賃
金
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
見
ら
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
、
規
模
別
賃
金
格
差
の
「
縮
少
」
か
ら
、
日

本
の
低
賃
金
の
解
消
を
方
向
づ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
し
、
日
本
の
低
賃
金
は
、
中
高
令
層
問
題
を
一
っ

の
焦
点
と
し
て
、
そ
の
底
辺
を
む
し
ろ
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
独
占
的
大
企
業
に
お
け
る
労
働
力
構
成
の
賃
的
変
化
や
職
務
給
の
導
入
を
、
　
「
技
術
堆
新
」
の
逃
行
と
労
働
の
賃
的
変
化
に
と
も
な
う
必

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
然
的
な
結
果
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
直
線
的
に
両
者
を
結
び
っ
け
る
の
は
誤
っ
て
い
る
。
労
働
力
の
入
替
え
放
策
に
し
ろ
、

　
　
職
務
給
の
導
入
に
し
ろ
、
資
本
主
義
的
な
「
技
術
巾
新
」
を
テ
コ
と
し
た
新
し
い
搾
取
形
態
の
追
求
、
独
占
的
高
利
潤
追
求
の
手
段
と
し
て
登

　
　
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
技
術
巾
新
」
に
た
い
し
、
独
占
資
本
が
当
初
、
新
規
｝
用
を
や
ら
ず
、
既
存
の
労
働
力
の
配
資
転
換

　
　
で
対
応
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
当
初
の
段
階
で
は
、
独
占
的
高
利
潤
を
追
求
す
る
う
え
で
、
、
帷
入
制
限
で
搾
り

　
　
上
げ
る
こ
と
が
有
利
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
脈
用
最
が
沽
渇
す
る
や
、
今
度
は
秋
版
的
な
労
働
力
若
返
り
政
策
と
職
務
給
導

　
　
入
を
結
合
し
、
搾
取
強
化
の
体
御
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
独
占
的
大
企
業
は
熱
意
を
み
せ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
つ
搬
務
給
の
導
入
に
関
し
て
は
、

　
　
同
様
の
意
味
で
、
高
僑
沈
氏
の
次
の
揖
摘
が
煎
要
で
あ
る
。

　
　
　
「
現
段
階
の
職
務
給
化
政
策
の
狐
本
的
な
特
徴
は
、
彪
大
な
設
愉
投
籔
に
よ
っ
て
独
占
資
本
が
お
し
す
す
め
て
き
た
”
技
術
巾
新
〃
…
大
量

　
　
　
最
近
の
資
本
苓
被
と
低
賃
金
牒
逃
（
上
）
（
戸
木
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
一
九
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
一
九
四
）

　
生
産
の
技
術
と
労
働
の
質
の
変
化
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
合
理
化
下
の
”
職
務
給
化
”
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
連
の
搾
取
強
化
の
方
法
－
職
務
分
析

　
・
職
務
評
価
・
人
事
考
課
の
活
用
、
組
織
・
作
業
管
理
の
合
理
化
・
定
員
の
設
定
・
生
産
統
制
・
予
算
統
制
な
ど
ー
と
結
び
つ
い
て
登
場
し
て

　
い
る
」
（
高
橋
洗
「
職
務
給
化
政
策
の
評
価
と
三
つ
の
問
題
」
、
経
済
評
論
、
一
九
六
四
年
二
月
号
）
。

（
２
）
　
大
企
業
の
賃
金
が
中
小
企
業
の
線
へ
平
準
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
労
働
者
の
実
質
賃
金
が
ま
す
ま
す

　
低
下
し
っ
っ
あ
る
な
ど
と
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
資
本
主
義
生
産
の
発
展
は
後
述
す
る
よ
う
に
ま
す
ま
す
高
度
の
生
活
様
式
を
労

　
働
者
に
強
制
せ
ず
に
は
お
か
ず
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
再
生
産
に
必
要
な
生
活
資
料
の
量
は
増
大
す
る
。
っ
ま
り
、
労
働
力
の
価
値
は
、

　
他
方
に
労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
低
下
す
る
が
、
こ
の
面
で
は
引
上
げ
ら
れ
る
。
故
に
、
労
働
老
の
実
質
筑
金
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
の

　
圧
力
に
よ
っ
て
労
働
力
の
価
値
か
ら
乖
離
す
る
に
し
ろ
、
そ
れ
な
り
に
歴
史
的
に
は
上
昇
傾
向
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
「
賃
銀
・
価
格
お
よ
び
利
潤
」
、
岩
波
文
庫
、
長
谷
部
文
雄
訳
、
三
〇
頁
。

（
４
）
　
マ
ル
ク
ス
は
、
同
じ
く
「
賃
銀
・
価
格
お
よ
び
利
潤
」
の
な
か
で
、
平
均
賃
金
の
偽
購
性
に
関
し
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
「
さ
ら
に
、
お
分
り
で
は
あ
ろ
う
が
、
も
し
、
毎
週
ニ
シ
リ
ソ
グ
づ
っ
受
取
る
も
の
が
十
人
、
五
シ
リ
ン
グ
づ
っ
受
取
る
も
の
が
五
人
、
そ
れ

　
か
ら
毎
遇
十
一
シ
リ
ン
グ
づ
っ
受
取
る
も
の
が
五
人
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
二
十
人
は
一
週
に
す
れ
ば
、
毎
週
百
シ
リ
ノ
グ
、
す
な
わ
ち
五
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ソ
ド
受
取
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
し
、
彼
等
の
毎
週
の
貧
金
総
額
が
、
た
と
え
ぱ
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
だ
け
騰
貴
し
た
と
す
れ
ぱ
、
五
ポ
ン
ド

　
か
ら
六
ポ
ン
ド
ヘ
の
騰
貴
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
父
際
に
は
、
十
人
の
貨
金
は
元
の
ま
ま
で
変
ら
ず
、
一
方
の
五
人
組
の
賃
金
は
た
だ
〔
各
人
〕

　
五
シ
リ
ン
グ
か
ら
六
シ
リ
ソ
グ
に
騰
貴
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
他
方
の
五
人
組
の
賃
金
〔
総
額
〕
が
五
十
五
シ
リ
ソ
グ
か
ら
七
十
シ
リ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
グ
に
騰
貴
し
た
の
で
あ
っ
て
も
、
平
均
す
れ
ぼ
一
般
的
賃
銀
率
が
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
だ
け
騰
貴
し
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
労
働
者
の
半
分
は

　
そ
の
状
態
を
ち
っ
と
も
改
善
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
四
分
の
一
は
そ
の
状
態
を
気
づ
か
ぬ
程
度
で
改
善
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
四
分
の
一

　
だ
け
そ
の
状
態
を
実
際
に
改
善
し
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
平
均
で
計
算
す
れ
ば
、
こ
の
二
十
人
の
労
働
者
の
貨
金
の
総
額
が
二
〇
バ
ー
セ
ノ
ト

　
だ
け
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
佼
州
す
る
総
寮
本
お
よ
び
彼
ら
の
生
産
す
る
諦
商
。
…
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
彼
ら
の
す
べ
て

　
が
均
等
に
賃
銀
の
平
均
的
騰
貴
に
あ
ず
か
っ
た
の
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
」
（
前
出
、
兵
谷
部
沢
、
三
〇
１
三
一
頁
）
。



二
　
相
対
的
過
剰
人
口
の
析
出
と
累
積

　
生
産
拡
張
↓
雇
用
増
↓
賃
金
増
・
格
差
縮
少
↓
低
賃
金
解
消
、
こ
の
「
白
書
」
流
の
論
理
と
理
状
分
析
の
第
二
の
特
徴
は
、
経
済

の
「
高
度
成
長
」
、
っ
ま
り
資
本
の
急
速
な
蓄
積
過
程
に
お
け
る
労
働
力
の
「
吸
引
」
の
側
面
は
強
調
す
る
が
、
他
方
に
、
蓄
積
の

規
模
に
照
応
し
た
労
働
力
の
「
反
援
」
、
す
な
わ
ち
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
析
出
と
累
積
の
側
面
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど

み
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
資
本
主
義
生
産
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
い
、
労
働
者
家
族
、
小
生
産
．
小
営
業
の

業
主
と
そ
の
家
族
の
な
か
か
ら
、
た
え
ず
産
業
予
備
軍
が
っ
く
り
だ
さ
れ
、
賃
労
働
市
場
に
投
げ
だ
さ
れ
る
と
い
う
問
題
に
っ
い
て

も
、
こ
れ
を
正
し
く
位
置
づ
げ
て
は
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
諸
側
面
に
た
い
す
る
止
当
な
配
慮
と
分
析
の
欠
如
が
、
前
述
し
た
第
一
の
諭
点
と
あ
わ
せ
て
、
「
白
書
」
流
の
論
理
と

分
析
を
し
て
、
「
完
全
雇
用
」
と
低
賃
金
解
消
へ
の
展
望
を
帰
結
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
い
ま
一
っ
の
不
可
欠
の
前
捉
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
で
は
、
経
済
の
「
高
皮
成
長
」
下
で
、
杣
対
的
過
剰
人
口
．
産
茉
予
備
卑
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
も
と
で
析
出
さ
れ
累
秋
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
そ
の
こ
と
を
基
礎
と
し
て
低
賃
企
労
働
は
ど
の
よ
う
に
再
生
雌
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
Ａ
　
杣
対
的
過
刺
人
口
の
コ
反
猿
」
と
沈
ド
僚
向

　
い
　
周
知
の
よ
う
に
資
本
榊
蓄
破
の
過
朴
は
、
特
別
刺
余
…
肌
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
伽
別
資
木
”
の
無
炊
府
的
な
競
争
を
契
機

と
し
て
、
資
木
の
技
術
的
榊
成
・
有
機
的
構
成
を
た
え
ず
＾
岐
化
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
資
木
の
蓄
秋
、
化
帷
の
拡
大
と
と
も

に
、
雇
用
さ
れ
る
労
働
力
の
絶
対
前
は
州
大
す
る
と
し
て
も
、
総
資
木
の
な
か
に
山
め
る
労
賃
榊
分
は
た
、
ん
ず
減
ら
さ
れ
て
ゆ
き
、

　
　
　
最
近
の
賓
本
蓄
稜
と
低
賃
金
構
逃
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
一
九
五
）
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二
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そ
こ
か
ら
資
本
に
た
い
す
る
労
働
力
の
相
対
的
過
剰
が
た
え
ず
形
成
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
以
上
の
こ
と
を
前
提
し
た
う
え
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
す
で
に
機
能
し
っ
っ
あ
る
杜
会
資
本

の
大
ぎ
さ
お
よ
び
運
動
さ
せ
ら
れ
る
労
働
者
数
の
拡
大
に
っ
れ
て
、
彼
ら
の
労
働
の
生
産
力
の
発
展
に
っ
れ
て
、
富
の
あ
ら
ゆ
る
噴

泉
の
よ
り
広
大
で
よ
り
充
分
な
奔
流
に
っ
れ
て
、
資
本
に
よ
る
労
働
者
の
よ
り
大
き
な
吸
引
が
そ
の
よ
り
大
き
な
反
擬
と
結
び
っ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ら
れ
て
い
る
規
模
も
ま
た
拡
大
さ
れ
る
」
と
。
「
白
書
」
は
、
「
こ
の
資
本
に
よ
る
労
働
者
の
よ
り
大
き
な
吸
引
が
、
そ
の
よ
り
大
き

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
反
援
と
結
び
っ
け
ら
れ
て
い
る
」
（
傍
点
・
引
用
者
）
と
い
う
側
面
を
み
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
吻
　
と
こ
ろ
で
、
塊
在
の
「
高
度
成
長
」
、
高
度
の
資
本
蓄
債
下
で
、
資
本
に
よ
る
労
働
者
の
「
反
獲
」
は
、
ど
の
よ
う
に
す
す

ん
で
い
る
か
。
そ
れ
を
ま
ず
、
独
占
的
大
企
茱
に
っ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
塊
段
階
に
お
げ
る
資
本
に
よ

る
労
働
者
「
吸
引
」
の
基
榊
が
独
占
的
な
大
企
茉
に
あ
る
以
上
、
そ
の
「
反
擾
」
に
っ
い
て
も
、
独
占
的
な
大
企
茱
に
そ
の
起
動
点

を
も
と
め
る
の
は
と
う
ぜ
ん
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
生
産
の
急
激
な
拡
大
と
資
本
の
急
速
な
蓄
債
が
す
す
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
占
的
な
大
企
茉
、
た
と

え
ぼ
五
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
お
い
て
は
、
雇
用
の
伸
び
が
杣
対
的
に
停
滞
し
て
い
る
ぼ
か
り
か
、
雌
近
で
は
離
職
率
が
人
職
率
を

う
わ
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
資
本
に
よ
る
労
働
者
の
反
換
を
反
映
す
る
雛
職
率
が
、
一
方
で
人
職
率
が
か
な
り
の
｛
さ
を

示
す
も
と
で
、
累
年
ま
す
ま
す
＾
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
（
第
９
．
姑
１
０
左
）
。
　
．
脈
川
の
停
滞
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
資
本
の
技
術
的
構
成
、
有
機
灼
構
成
の
一
尚
度
化
に
照
応
す
る
可
変
資
本
の
椚
吋
的
な
締
少
を
灰
映
す
る
が
、
そ
れ
に

く
わ
え
て
、
「
技
術
堆
新
」
と
給
今
し
て
ア
メ
リ
ヵ
式
の
新
し
い
搾
取
形
態
が
迫
求
さ
れ
、
所
要
人
は
の
ぎ
り
ぎ
り
の
節
減
が
す
す

ん
で
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
振
幅
を
仏
大
し
て
い
る
入
峨
率
と
雛
腋
率
は
、
一
方
で
は
、
若
い
低
賃
企



率
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一超

　
一

職
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一
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一
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一
５
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０
０

Ｏ

５
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△

△
△

＝
　
　
　
１

■
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■
「
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－
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脆
研
鴉
５
．
６
０
肌
６
。
肥

９１

↓
、
尤

ド
川
合
甑

勤
砥
職

月
　
　
入

毎
は
一

「
迄
率

竹
糾
過

働
５
超

労
し
職

　
但
入

）註（

多
）
干
上

推
以

の
人

率
Ｏ

職
５
０

此
昨
（

Ｌ
属

率織町入表
１
０箏

じ同に表９第）註（

労
働
力
に
た
い
す
る
旺
盛

な
資
本
の
「
吸
収
」
力
を
、

そ
し
て
他
方
で
は
、
そ
れ

に
照
応
し
て
加
速
化
す
る

（
賓
木
の
蓄
積
の
加
速
化
と

と
も
に
加
速
度
を
加
え
る
）

労
働
力
の
「
反
擬
」
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
資
木
蓄
祓
、
の
規
桃
の
払
大
、
労
働
力
「
吸
引
」
の
規
模
の
拡
大
に
照
応
す
る
、
資
本
に
よ
る
こ
の
労
働
者
の
「
反
擁
」

は
、
旦
一
体
的
に
ど
の
よ
う
な
中
味
を
と
も
な
っ
て
す
す
み
っ
っ
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
中
味
の
箪
一
は
、
資
木
主
漉
的
「
技
術
革
新
」
の
も
と
で
す
す
む
古
い
型
の
熟
練
を
も
っ
た
中
一
口
向
令
老
の
コ
反
擁
」
で
あ

る
・
こ
ん
に
ち
独
占
的
な
大
企
茉
を
巾
心
と
し
て
す
す
ん
で
い
る
生
陸
技
術
の
禿
展
は
、
労
働
過
程
の
技
術
の
性
格
を
流
鋤
化
せ
ず

に
は
お
か
な
い
。
た
と
え
ぼ
、
あ
る
労
働
過
杵
が
昨
□
ま
で
は
原
材
料
の
物
理
的
な
処
州
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
今
口

か
ら
は
化
学
的
処
珊
を
上
と
し
た
も
の
に
、
と
っ
ぜ
ん
変
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
お
き
て
く
る
。
こ
う
い
う
場
八
。
に
旧
い
型
の

熟
練
工
が
資
木
に
と
っ
て
無
用
化
し
、
耐
置
松
拠
、
昨
脈
、
解
一
脈
箏
々
の
淋
形
態
を
と
っ
て
「
反
擁
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

　
　
　
（
２
）

で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
「
反
換
」
の
巾
味
の
第
二
と
し
て
、
こ
の
「
反
換
」
さ
れ
た
市
い
型
の
熟
練
丁
と
入
れ
枠
り
に
生
雌
過
朴
に
引
人
れ
ら

　
　
　
ｎ
取
近
の
資
本
苔
秩
と
低
賃
金
桝
逃
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
一
九
七
）
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二
二
　
（
一
九
八
）

れ
る
、
新
し
い
型
の
単
純
工
の
地
位
も
一
般
に
は
な
は
だ
し
く
不
安
定
で
あ
り
、
彼
ら
も
ま
た
「
反
擬
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
作
業
速
度
と
生
産
期
問
の
機
構
的
な
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
、
資
木
回
転
期
閉
の
短
縮
、
資
本
蓄

稜
の
加
遮
化
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
若
い
精
力
は
割
合
に
早
く
消
耗
し
て
ゆ
く
し
、
彼
ら
の
固
定
化
さ
れ
た
半
熟
練
的
技
能
は
、
生
産

技
術
の
無
政
府
的
な
躍
進
に
あ
う
と
、
こ
れ
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
綜
合
的
な
技
術
的
基
礎
の
欠
如
を
ぼ
く
ろ
せ
ざ
る
を
え
な
い
か

　
　
　
（
３
）

ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
二
っ
の
面
を
も
っ
て
す
す
ん
で
い
る
大
企
業
に
お
げ
る
労
働
者
の
「
反
援
」
は
、
充
分
な
論
証
と
は
い
え
ぬ
け
れ
ど

も
、
た
と
え
ば
、
五
〇
〇
人
以
上
企
業
の
年
令
別
入
職
超
過
率
の
推
移
に
お
い
て
、
二
〇
１
二
九
才
の
若
年
層
で
六
三
年
に
は
離
職

　
）
　
上
　
％
　
　
　
　
　
　
　
率
が
入
職
率
を
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
三
〇
才
以
上
膚
で
は
、
入
職
率
に
た
い
す
る
離
職
率

移
業
　
以
　
０
９
３
１

鴛
破
刈
オ
戸
の
超
過
が
累
年
拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
く
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
一
第
・
表
一
。

瓶
蝋
晩
・
・
９
ｈ
倒
こ
の
よ
う
に
独
占
的
大
企
業
で
は
、
旧
来
の
熟
練
工
・
中
高
令
層
の
切
捨
て
、
新
し
い
型

超
０
０
　
一
　
１
４
３
４
・
書

職
６
　
２
０
　
　
　
　
　
△
　
舶
　
の
単
純
工
の
不
安
定
な
地
位
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
資
本
に
よ
る
労
働
力
の
「
反
擁
」
が
、
そ

入
　
下
％
　
　
　
労

〃
　
　
以
　
２
４
４
６
　
「
　
の
規
模
と
テ
ソ
ポ
に
お
い
て
ま
す
ま
す
拡
大
さ
れ
、
加
速
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
反

令
　
　
才
３
６
５
３
３
８
狐
年

年
　
　
１
９
　
　
　
　
　
　
脳
　
籏
」
さ
れ
た
労
働
者
が
、
ま
た
一
般
的
に
中
小
・
零
細
企
茱
に
む
け
て
移
鋤
．
下
降
す
る
の
は
と

表
　
　
　
　
　
　
■

ｕ
　
　
　
　
螂
５
９
６
１
６
３
一
劃
　
う
ぜ
ん
で
あ
り
、
そ
の
規
模
と
テ
ソ
ポ
も
、
ま
す
ま
す
拡
大
さ
れ
、
加
速
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

第
　
　
　
ユ
　
　
て
　
　
　
一
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
わ
れ
る
。

　
た
と
え
ぼ
、
そ
の
桁
標
と
し
て
私
た
ち
は
、
っ
ぎ
の
諾
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
箪
一
、
労
働
者
の
移
鋤
率
は
も
ち
ろ

ん
産
業
循
環
の
局
面
に
敏
感
に
左
右
さ
れ
る
が
、
各
企
業
階
層
を
通
じ
累
年
高
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
構
二
、
増



標指諸す示を下沈○そと
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携反
６

の口人剰過的対相表
１
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％

人千

％

３
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４
８

４

９

Ｏ

８

６
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９
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ｎ
ｏ
７
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５
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０
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２
２
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０
２

１

５

８

７

．
　
　
　
　
●
４
３
６
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２
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９
７
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７
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２
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９
６
７
７
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５
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）
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０
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６
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１

３
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４

４
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２
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１

一
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一
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千
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９
９
２
一
糸
　
　
　
９
９
篶
’
搬
計
〃
∴
働
５
０
１
０
３
　
　
業
　
１
９
２
０
３
０
４
０

労

失

ｊ
１
易

」
１
易

模

令

一

規

年

（

（

人干８７５

％５

０
．

１

人
％

千
９

０
８
４
・

一
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０
　
１
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７
・
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０
・

４

９
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・
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０
・

２
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人
％

　
干
７
３
２
０

年
冊
皿
虹
ｎ
肌

６
０）成

計
下
才
才
上

構
　
　
　
９
９

麟
子
、
パ

一
・
／

易
男
１
９
２
０
３
０
４
０

層階令年（

％８

２
・

１

９

９
・

１

７

８
・

２

％
０
　
２
　
６

９
・
８
・
５
・

　
１
■
　
り
ん
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２
・

５％８

２
．

５

２

６
・

４２

３
・

４

３９４９

４
・

４

５
蛆

２
年

６
３

８
．

３

最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
上
）
（
戸
木
田
）

％０９

９

３
．

１

８

０
．

２

　
％

　
０
　
７
　
７
　
１

年
肌
岨
札
３
１

５
８

）合

生
口

の
上
人
人

上
　
　
９
９
９
９

以
以
４

０
才
人
一
一

３
　
０
　
０
　
０

戸
Ｏ
０
３

Ｌ
　
　
Ｆ
０
　
　
１
■

職入規新（

）
の者働労上以桁

ぷ
お

に
合

層
割

階
る

業
め

企
占

（
ＯＯ，１

３
０

１
０

１

　
）

　
月
　
　
　
。

　
１
０
　
る

　
各
　
よ

　
■
　
　
に

　
査
　
表

　
調
　
　
４

　
況
」
第

　
状
査
掲

」
職
調
前

計
就
働
，

辮
ん
篶

」
事
求
労
（

査
険
，
「
合

調
保
職
脊
割

計
業
求
働
る

統
失
別
労
め

労
「
令
，
占

勤
宥
年
合
の

月
働
「
割
者

毎
労
省
る
働

「
：
働
め
労

省
成
労
占
上

働
構
，
の
以

労
者
成
上
才

，
給
構
以
３
０

率
受
者
才
る

動
険
職
３
０
け

移
保
求
中
お

働
業
別
者
に

労
失
層
職
層

別
別
階
入
階

模
令
令
規
業

規
年
年
新
企

」
２
．
３
．
４
・
５
・

）註（

二
三
　
（
一
九
九
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
二
〇
〇
）

大
す
る
失
業
保
険
受
給
者
数
の
な
か
で
、
三
十
才
以
上
の
占
め
る
比
重
が
累
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
、
増
加
傾
向
を
と
る
職

安
窓
口
の
求
職
者
数
の
な
か
で
、
三
十
才
以
上
の
占
め
る
比
重
が
相
対
的
に
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
第
四
、
さ
ら
に
企
業
規
模

が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
新
規
入
職
老
中
に
占
め
る
三
十
才
以
上
の
比
率
が
、
累
年
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
第
五
、
以
上
の
す

べ
て
の
結
果
と
し
て
、
企
業
規
模
別
の
労
働
者
構
成
に
お
い
て
、
小
・
零
細
企
業
が
、
「
反
援
」
さ
れ
た
中
高
令
層
の
吹
き
だ
ま
り

と
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
、
は
っ
き
り
と
よ
み
と
ら
れ
る
こ
と
、
等
々
。
以
上
の
指
標
を
一
表
に
ま
と
め
て
表
示
す
る
と
、
っ
ぎ

の
よ
う
に
な
る
（
第
１
２
表
）
。

　
経
済
の
「
高
度
成
長
」
は
、
右
に
み
る
よ
う
に
労
働
者
の
拡
大
す
る
「
吸
引
」
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
そ
の
「
成
長
」
の
規
模
．

と
テ
ソ
ポ
に
照
応
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
を
た
え
ず
析
出
し
な
が
ら
、
そ
の
流
動
と
沈
下
の
傾
向
を
強
め
っ
っ
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
、
賃
金
水
準
の
上
向
に
た
い
し
反
対
に
作
用
す
る
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
条
件
の
一
っ
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
・

（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
第
一
部
、
第
七
篇
、
第
二
十
三
章
日
本
評
諭
祉
版
、
長
谷
部
文
雄
訳
一
三
八
－
一
三
九
頁
。

（
２
）
　
資
本
主
義
的
「
技
術
革
新
」
に
と
も
な
う
古
い
型
の
熟
練
工
の
駆
逐
が
、
っ
ね
に
直
線
的
に
解
脈
の
形
態
を
と
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
あ

　
き
ら
か
で
あ
る
。
解
パ
が
、
労
働
組
合
の
は
げ
し
い
抵
抗
を
招
き
コ
ス
ト
の
高
く
っ
く
解
パ
に
な
る
危
険
性
を
も
っ
限
り
で
は
、
小
実
・
Ｌ
の
格

　
下
げ
を
と
も
な
う
配
置
妖
換
に
よ
っ
て
賞
本
が
対
応
す
る
こ
と
も
と
う
ぜ
ん
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
市
い
型
の
労
働
者
の
胸
汰

　
を
配
置
転
換
と
い
う
形
で
や
っ
た
結
果
生
ず
る
「
労
働
能
率
以
上
の
高
賃
金
」
な
い
し
職
務
に
か
か
わ
り
な
く
貨
金
率
が
上
外
す
る
と
い
う
箏

　
態
は
、
資
本
と
し
て
は
で
き
れ
ば
解
脈
と
い
う
形
で
決
着
を
っ
け
た
い
閉
魎
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
班
尖
上
、
　
「
ｎ
上
的
退
職
」
と
い
う
形
態

　
を
も
ふ
く
め
て
、
資
木
の
圧
力
の
も
と
で
決
着
は
っ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
　
淡
本
主
義
的
な
「
技
術
小
新
」
に
と
も
な
う
新
し
い
型
の
労
働
者
の
地
化
の
不
安
定
作
は
、
心
力
・
鉄
釧
．
化
学
．
石
汕
た
ど
の
、
い
わ

　
ゆ
る
ブ
ロ
セ
ス
．
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ヨ
ソ
型
の
「
技
術
休
新
」
に
っ
い
て
も
指
摘
で
き
ろ
が
、
と
く
に
メ
カ
ニ
ヵ
ル
・
オ
ー
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
型
の

　
「
技
術
革
新
」
の
ぼ
あ
い
、
た
と
え
ぱ
叱
機
々
械
・
白
動
車
等
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
。
コ
ン
ベ
ア
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
に
沽
っ
て
、
労



　
働
が
細
分
化
さ
れ
、
単
純
化
さ
れ
、
反
復
化
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
部
門
で
は
、
「
労
働
集
約
的
」
な
き
わ
め
て
容
易
に
習
得
で
き
る
単
純
労
働
を

　
根
幹
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
大
部
分
の
労
働
力
に
っ
い
て
「
終
身
脈
用
」
を
必
要
と
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
拒
否
さ
れ
る
。
す

　
た
わ
ち
、
若
い
労
働
力
が
短
い
勤
続
年
数
で
は
げ
し
く
新
映
代
謝
す
る
こ
と
を
資
本
は
要
求
す
る
。

（
４
）
　
一
九
六
四
年
「
労
働
白
書
」
は
一
ニ
ハ
ー
一
一
七
頁
に
か
け
て
、
「
一
脈
用
者
の
年
令
別
規
模
問
流
動
状
況
」
（
第
ユ
ー
５
５
表
）
な
る
表
を
か

　
か
げ
、
労
働
力
の
「
小
・
零
細
企
業
か
ら
中
・
大
企
業
へ
の
移
動
１
い
わ
ゆ
る
上
向
移
動
が
増
大
し
て
き
た
」
と
い
い
、
い
わ
ゆ
る
「
上
向
移

　
動
」
が
、
現
在
の
労
働
力
流
動
の
主
要
な
方
向
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
表
の
カ
ラ
ク
リ
は
、
規
模
問
異

　
動
の
分
水
嶺
を
窓
意
的
に
三
〇
人
の
小
企
業
に
お
き
、
「
三
〇
人
未
満
か
ら
三
〇
人
以
上
へ
移
動
」
が
、
「
三
〇
人
以
上
か
ら
三
〇
人
未
満
へ
移

　
動
」
よ
り
大
き
い
、
と
い
三
言
い
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
独
占
的
な
大
企
業
に
お
け
る
資
本
に
よ
る
労
働
力

　
の
「
反
携
」
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
規
模
別
間
移
動
を
よ
り
細
分
化
し
て
把
握
す
る
な
ら
、
「
白
書
」
と
は
逆
に
、
労
働
力
の

　
「
下
降
移
動
」
が
む
し
ろ
浮
び
上
が
る
は
ず
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
．

　
Ｂ
　
労
働
者
家
族
の
賃
労
働
者
化

　
資
本
主
義
生
産
の
発
展
に
と
も
な
う
相
対
的
過
剰
人
口
の
析
出
は
、
資
本
主
義
企
業
の
内
部
だ
げ
で
す
す
む
だ
げ
で
は
な
い
。
他

の
側
面
で
は
、
労
働
老
世
帯
の
家
族
が
た
え
ず
産
業
予
備
軍
化
さ
せ
ら
れ
、
機
会
あ
ら
ぼ
労
働
市
場
に
益
場
し
、
賃
労
働
者
化
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
強
ま
る
。

　
○
ｏ
　
既
に
し
ぼ
し
ぼ
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
戦
後
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
の
急
速
な
売
展
は
、
戦
前
と
は
比
較
に
な

ら
ぬ
よ
り
高
度
の
新
し
い
生
沽
様
式
を
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
た
い
し
倣
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
労
働
者
の
賃
金
は
、

資
本
の
急
速
な
蓄
秋
に
く
ら
べ
る
と
、
全
く
逆
進
的
と
も
い
う
べ
き
低
い
水
準
に
抑
制
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
強
制
さ
れ
た
新
し
い
生

活
様
式
と
低
賃
金
と
の
矛
盾
は
、
労
働
者
階
級
と
し
て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
が
た
ポ
の
様
々
な
妥
脇
的
方
法
を
強
側
せ
ず
に
は
お
か

な
い
。
た
と
え
ぼ
、
超
過
労
働
、
連
続
出
勤
、
休
Ｈ
出
勤
、
月
賦
と
什
金
、
そ
し
て
、
宗
庭
内
職
、
資
本
主
養
的
宋
内
労
働
、
等
々
。

　
　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
秩
と
低
賃
金
構
遣
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
二
〇
一
）
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１

１
■
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１
１
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４
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７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

９１

」査周

、
．
一
、
～

詞家「局計統府理総）註（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
二
〇
二
）

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
妥
協
的
な
解
決
方
法
が
追
求
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
何
ら
問
題
の
基
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
労
働
力
を
再
生
産
し
、
労

働
者
の
家
族
を
維
持
す
る
に
必
要
な
費
用
、
す
な
わ
ち
労
働
力
の
価
値
は
、

新
し
い
生
活
様
式
の
杜
会
的
強
制
に
と
も
な
い
そ
の
面
か
ら
た
え
ず
増
加
す

る
。
し
か
る
に
、
労
働
者
は
、
自
分
の
賃
金
に
家
族
の
賃
労
働
収
入
や
内
職

収
入
を
加
え
て
も
、
な
か
な
か
労
働
力
の
価
値
に
追
い
っ
く
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
家
計
の
困
難
が
大
き
く
な
れ
ぼ

な
る
ほ
ど
、
全
家
族
労
働
者
の
受
け
と
る
賃
金
が
安
け
れ
ぼ
安
い
ほ
ど
、
賃

労
働
者
化
さ
れ
る
家
族
の
範
囲
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
さ
れ
ず
に
は
お
か
な
い
。

　
経
済
の
「
高
度
成
長
」
、
資
本
の
急
速
な
蓄
積
は
、
こ
う
し
て
労
働
者
家

族
の
な
か
か
ら
た
え
ず
産
業
予
傭
軍
を
析
出
し
、
労
働
市
場
へ
投
げ
だ
す
こ

と
に
な
る
。
た
と
え
ぼ
、
総
理
府
「
家
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年

以
降
、
都
市
勤
労
者
世
帯
で
は
、
平
均
世
帯
人
員
の
一
貫
し
た
減
少
傾
向
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
な
か
で
の
有
茉
人
員
は
一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
と
っ

て
い
る
（
第
１
３
表
）
。
ま
た
、
「
昭
和
三
三
年
、
東
京
都
の
都
民
生
活
実
態
調
査

で
は
、
　
〃
低
所
得
世
帯
”
の
世
帯
人
員
四
・
二
三
人
、
そ
の
う
ち
有
業
者
は

世
帯
当
り
一
・
五
六
人
で
あ
っ
た
の
に
吋
し
、
一
般
都
民
世
帯
で
は
世
帯
人



員
四
．
三
八
人
で
・
有
業
者
は
一
．
四
た
一
と
な
一
て
お
り
、
「
低
所
硅
帯
一
ほ
ど
、
賃
労
働
者
化
さ
れ
る
家
族
の
瀦
が
拡

大
さ
れ
て
い
る
。

　
の
　
と
こ
ろ
で
家
族
の
賃
労
働
者
化
と
い
う
と
き
、
新
規
学
卒
の
子
弟
の
就
職
は
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
と
し
て
、
最
近
と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
多
数
の
既
婚
者
を
ふ
く
む
婦
人
の
賃
労
働
分
野
へ
の
進
出
で
あ
る
。

　
帰
人
労
働
者
数
は
、
戦
前
で
一
〇
九
万
人
（
一
九
三
五
年
、
工
場
統
計
表
）
、
戦
後
の
一
九
四
八
年
三
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
九
六
二
年
に
は
七
八
五
万
人
と
二
倍
以
上
に
増
大
し
た
（
労
働
省
「
労
働
力
調
沓
」
）
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
増
加
率
は
、
婦
人
の
労
働

力
人
口
（
十
五
才
以
上
人
口
）
の
増
加
率
、
男
子
労
働
者
の
増
加
率
を
は
る
か
に
こ
え
て
お
り
、
一
九
五
三
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

男
子
労
働
者
が
一
九
六
二
年
ま
で
に
約
五
〇
％
ふ
え
て
い
る
の
に
、
掃
人
労
働
者
の
増
加
は
八
三
％
に
た
っ
し
て
い
る
。

　
し
か
も
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
新
し
い
高
度
の
生
活
様
式
の
圧
力
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
家
計
の
圧
力
」
が
増
大
す
る
と
と
も

に
・
と
く
に
女
子
既
婚
者
の
家
計
補
助
的
な
労
働
が
、
ま
す
ま
す
増
加
し
て
．
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
労
働
劣
婦
人
少
年
局
の
資

料
に
よ
る
と
、
帰
人
労
働
者
の
な
か
の
既
婚
者
の
割
合
は
、
　
一
九
四
八
年
九
・
○
％
、
五
六
年
一
六
．
二
％
、
五
九
年
一
七
．
八

％
・
六
二
年
二
一
・
八
％
と
累
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
さ
ら
に
っ
ぎ
の
諾
指
標
を
っ
け
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
た
と
え

ば
・
新
規
学
卒
者
を
の
ぞ
く
女
子
の
新
規
雇
用
に
お
い
て
一
九
六
二
年
に
は
三
〇
才
以
上
屑
が
四
七
％
を
占
め
て
お
り
（
「
昭
和
三
七

年
就
業
構
造
基
木
調
査
特
別
集
計
」
）
、
東
京
郁
で
は
パ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
の
有
効
求
職
登
録
者
数
が
、
三
六
年
二
、
三
七
三
人
か
ら
三

八
年
五
・
二
二
四
人
へ
倍
増
し
て
い
る
（
東
京
都
「
簡
場
職
業
紹
介
職
別
取
扱
状
況
」
）
。
ま
た
、
全
国
の
女
子
手
内
職
希
朗
者
教
も
、
一

九
五
九
年
二
〇
二
万
人
か
ら
六
三
年
二
五
二
万
人
に
増
大
し
て
い
る
（
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
）
。

　
こ
う
し
た
多
様
な
形
態
を
と
っ
た
家
庭
の
子
女
お
よ
び
既
婚
婦
人
の
賃
労
働
分
野
へ
の
展
閉
は
、
婦
人
じ
た
い
に
と
っ
て
は
、
そ

　
　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
漬
と
低
賃
金
構
造
（
上
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
二
〇
四
）

の
必
然
的
な
杜
会
的
進
出
と
い
う
進
歩
的
な
意
義
を
も
っ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
労
働
力
の
価
値
分
割
と
い
う
点
か

ら
み
れ
ぼ
、
そ
れ
は
、
す
く
な
く
と
も
現
在
の
階
級
的
な
力
関
係
の
も
と
で
は
、
成
人
男
子
賃
金
の
低
下
の
方
向
へ
作
用
せ
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
戦
後
の
高
度
資
本
蓄
積
は
、
労
働
者
家
族
の
多
就
業
形
態
を
広
汎
に
生
み
だ
し
た
。
労
働
者
と
そ
の
家
族
は
、
生
活

様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
増
大
す
る
労
働
力
の
再
生
産
費
を
、
い
わ
ぼ
一
家
総
労
働
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
非
労
働
力
で
あ
る
学
生
の
賃
労
働
者
化
、
い
わ
ゆ
る
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
ま
で
ふ
く
め
て
、
家
族
総
動
員
の
就
労

体
制
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
っ
っ
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ぼ
低
賃
金
と
多
就
業
の
悪
循
環
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
低
賃
金
の
主
要
な
基
盤

の
一
つ
が
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
江
口
英
一
「
生
活
水
準
・
貧
困
論
へ
の
反
省
」
、
経
済
評
諭
・
一
九
六
四
年
二
月
号
。

　
　
（
２
）
　
中
村
俊
子
「
転
機
に
立
つ
婦
人
の
労
働
閉
魎
」
、
月
刊
労
働
問
題
・
一
九
六
四
年
七
月
号
。


